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【緒言】近年、口唇口蓋裂（CLP）児に対する哺乳障害や歯槽弓形態の改善を目的としたHotz床による

治療に加え、鼻・歯槽形態の改善も同時に施行できる術前鼻歯槽形成法（PNAM）の良好な治療成績が

注目されている。今回は、当院におけるPNAMの治療効果について報告する。

【症例・治療】症例は2006～2007年度に受診したCLP児6名である。初診時の上顎模型から桑原の

改良法（Dに従い理想的な歯槽弓形態のset　up　mode1を作製、その模型上で調整した口蓋床にGrayson

らによるnasal　stent（2）を付与し、　PNAMを施行した。

【結果・考察】PNAMにより、哺乳障害や口唇・歯槽弓形態の改善と同時に外鼻形態の改善も認めた。

当科では症例ごとにset　up　mode1を作製し、それに合わせた口蓋床とnasal　stentを用いて治療を行

っている。その結果、従来の口蓋床による治療効果に加えて外鼻形態の改善効果も得られた。今後も

さらに良好な結果を得るために、効果的な調整方法等を検討していく予定である。
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